
イノベ税制 利用者の声

イノベ税制を活用した感想

●元々イノベ地域内に事業所があり、その事業所が手狭に
なったことから、近隣に新しくできた工業団地に

   新事業所を建てることになりました。

●東日本大震災の被災地の復興を推進する事業への共感、
そして補助金も受けられるということもあり、
福島県に工場建設を決定しました。

●新たな事業として、航空自衛隊航空機が装備している
射出座席の維持整備事業を行うこととなり、工場建設の過程で、
地元自治体の職員の方からイノベ税制の紹介を受けました。

●地域復興実用化開発等促進事業に採択された際に、
実用化を促進する様々なサポート事業を紹介して頂き、
イノベ税制がその中でも特に必要としていた制度と思い、
利用しました。

●当社の大きい投資に対し、補助金の活用はもちろんですが、
イノベ税制の５年間の継続的な税額控除や即時償却等は、
企業活動にとって非常に効果的でした。

●税制優遇は、キャッシュフローを改善する効果があります。
そのため、我々のような資金力に乏しい中小企業にとって、
設備投資を進めるうえで大きな後押しになります。

●申請手続きに当たっては、地方振興局企画商工部の
担当者をはじめとする関係各位に丁寧に対応して
いただいたため、特に苦労はありませんでした。

●事業を実施するなかで、研究開発から実用化を進め、
さらに大規模な事業化まで進めるためには
イノベ税制は必要不可欠な制度だと感じました。

●制度の適用により、将来的な資金計画を立てやすくなったと
感じています。

問い合わせ先：福島県企画調整部福島イノベーション・コースト構想推進課
TEL：024-521-7853 E-mail：fukushima_innov@pref.fukushima.lg.jp URL：http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/11015e/innov-zeisei.html

イノベ税制を活用したきっかけ

●陸上養殖を事業として拡大するにあたり、最善の地域と判断。
将来的には地域の課題解決に貢献できるという想いでスタート
しました。

●従来より、福島県浜通り地域は航空宇宙分野のモノづくりの技術が
蓄積されており、ロケットの電子・機構部品と親和性が高いと
判断しました。また、福島ロボットテストフィールドなどの
試験環境が整備されていることから進出しました。

●新規設備の導入に伴い、固定資産税の負担が増加することが
見込まれていましたが、イノベ税制により軽減措置が受けられる
ことを県から案内いただき、投資負担の平準化に資する制度で
あると判断し、活用を決めました。

●本制度の活用により、不動産取得税と固定資産税を免除でき、
製造体制強化と研究開発を加速する機会を得ることができました。

●制度の手続きが明確で、県からの案内も丁寧であったため、
安心して申請を進めることができました。
設備投資を検討する際の重要な選択肢として有用な制度である
と感じています。●新規事業の負担軽減につながりました。

●地元自治体の皆さんには、制度の紹介から申請、認定後の
対応まで、多くのご支援をいただきました。

イノベ地域で事業を開始した経緯

イノベ税制の効果
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